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発行:憲法｢九条の会｣調布のひろば


----------------------------------------------------------


〒182-8511 調布市国領町2-5-15 あくろす２階


 市民活動支援センター内メールボックス６番


電話：042-483-1762　FAX：042-483-1566　大野方


-----------------------------------------------------------


郵便振替00170-6-445473 加入者名大野哲夫





 三月二十五日（日）午後一時半から、国領のあくろす二階フリースペースで、第二十三回「憲法ひろば」（三月例会）を行ないました。テーマは「私はこうしたい」。参加者十二人が、今後の調布「憲法ひろば」をどう発展させるかを語り合いました。
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●　そろそろ会として、大まかな会則や総会などがあったほうがいいのではないだろうか。


●　ゆるやかさが、会への思いがさまざまな人たちの集まりを保障している、という点など、ユニークで新しい形であることを尊重しながら、もっといろんな意見を反映できるようなシステムを考える必要があるのではないか。


●　また、「憲法ひろば」としての総意で動く（例えば署名など）ことを望んでいる人もいるわけなので、その辺りをどう考えて、どうしていくのかを考えていきたい。


●　例会で、情報交換の場をもっと確実に位置づける必要がある。今までもやろうとしてきたが、いつも時間切れ。次回から、会のはじめの30分を必ず情報交換の場にする、という形をとったらどうか。ひとりがしゃべりすぎないことを原則に、いろんな情報をそこで交換しあう場を保障しよう。


●　ニュースやニュースの裏面に、感想や意見などを積極的に載せていこう。


●　名札を作ったのだから、毎回つけるようにしませんか。








●　うたを取り入れるのはどうか。たとえば開会の時に「ねがい」をいつも歌うのはどうか。（でも、そういうのが嫌いな人もいる、という意見もあり。）


●　地域に出掛けていく、という発想が必要ではないか。「ひろば」で全部をやろうとするのではなく、いろんな場に出掛けていって情報交換をし、それをまた「ひろば」に返していく。…つまり、「情報センター」のような役割をする、という考え方はどうだろう。


●　多摩川九条の会、を立ち上げて、いろいろな活動を展開している。今こそすべての人々が憲法を読み、捉えなおすことが必要。文化の創造というふうに実感できるような活動をやりたいと思っている。憲法は60周年。還暦のお祝いをしたい。国民の心に届けられるようなことをやりたい。


●　フィールドワーク的なものも取り入れたい。基地などの見学などもいいかも。


●　出たくても出られない、という事情もある。ニュースなどの情報はありがたくいただいている。とにかく、戦争だけは、核兵器だけはいやだ、という思いでやっている。しかしなかなか若い人に伝わらないというもどかしさがある。若い人の音楽などもみんなで聴くのもいいかも。


●　高いレベルの話を調布で聴ける、勉強できる、ということの大事さを確認したい。安保条約、基地・自衛隊の実態などをきちんと知る勉強会がまだなので、それをしっかりとやる必要を感じる。また、今年は八月に中国旅行を、そして映画の上映会を、などなど、いろいろな形で誘い合いたい。





E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp


WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html








５月例会のご案内


●5月２７日（日）１３時半～●


映画「日本国憲法」ダイジェストを観て大いに語ろう


　「チョムスキー９・１１」「老人と海」のジャン・ユンカーマン監督の2005年作品。戦後60年を迎えた2005年、自衛隊のイラク派兵をきっかけに憲法についての踏み込んだ論が始まった！・・・内外のさまざまな立場の人々が、憲法制定の経緯から、平和憲法の意義までを語るこの映画を、既に観た方も、まだ観ていない方も、そのダイジェストを観ながら大いに語り合いましょう。


会場：国領駅前「あくろす３階ホール」





　今回の例会の参加者は12人でした。大野事務局長から、助成団体の申請をしたいこと、年度計画の必要性などが提起され、「ひろば」のこれまでとこれからについて自由に話し合いたい、という提案から話し合いが始まりました。


　３時間あまりの盛りだくさんな内容でしたので、網羅することはできません。でも、提案を中心に、なるべくみなさんから出されたご意見を網羅的に列挙したいと思います。熱い思いは、果てることなく、尽きることなく、というところだなあ、と実感。厳しい現実を前に、だからこその明るさで、どんどん新しいチャレンジが生まれてくるというのが、なにより「ひろば」らしいところではないか、と、思ったことです。（富永りか記）











